




は じめに

　平成30年4月より改訂（定）された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領が施行となりました。各園では、子どもの興味・関心を始まりとした自発的な活動としての遊びや生

活を通して、人と関わる力や思考力、感性や表現する力などを育み、人間として、社会と関わる人として生

きていくための基礎を培うことをより一層大切に、実践を積み重ねていることと思います。

　子どもの望ましい発達を期待し、子どものもつ潜在的な可能性に働き掛け、その人格の形成の基礎を培う

保育・教育は、各園の特性を生かした園経営計画などを策定し、それに基づいた組織的な取組と、計画・実

施・評価・改善のサイクル（PDCAサイクル）を回していくことが必要となります。そのため、幼稚園にお

ける学校評価や保育所における自己評価等の園評価を行いながら、園経営計画などに基づく各取組の成果の

確認や改善が求められています。

　しかし、園評価を進めていくには、具体的な取り組み方がよく分からない、より効果を実感できる園評価

にしたいといった現場の先生方の悩みも多く聞かれておりました。こうした声に何とかお答えしたいという

願いから、各市町村や団体の代表者と有識者による協議を重ね、この度、保育所・幼稚園・認定こども園の

取組を支える手引きを作成することができました。

　園評価は、全体的な計画や教育課程に基づく

指導計画の作成・実施・評価・改善を図るカリ

キュラム・マネジメントを含む園全体の取組を

見ていくものです。

　本手引きでは、園評価の意義や具体的な取り

組み方を、会話形式や図式、例示により分かり

やすく読んでいただけるよう工夫しました。ま

た、保育所・幼稚園等で実際に取り組まれてい

る実践から、記載例等を紹介しています。

　お困りだった園やすでに園評価の取組を組織

的に進めている園におきましても、今後の取組

の参考にしていただければと思います。

　また、各園の園評価等の取組を支援する訪問

支援等も進めてまいります。

　高知県の子どもたちの健やかな育ちのため

に、どこにいても質の高い保育・教育を受ける

ことができるよう、園評価の取組を通して小学校就学前の保育・教育の充実及び向上のためにご尽力いただ

きますよう、お願いいたします。

　最後に、策定にあたってご協力いただきました高知県幼保推進協議会の委員の皆さま、高知県教育・保育

の質の向上委員会の委員の皆様に心よりお礼申し上げます。

高知県教育長　伊藤　博明

園経営・運営

園評価

カリキュラム・マネジメント
（保育・教育活動）

日々の評価

その他の園運営
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この冊子では
○評価は「実施」
○保育・教育活動その他の園運営は、「実践」
　と表現しています。

利用にあたって

順に読み進めるのもよいけれど…
　　◎気になるページから読む
　　◎困っている、悩んでいる内容から読む
　　　　　　　　　　　　　　　のもおすすめです。

◎　各章の吹き出しによる説明は、経験園長から
　　新任園長に伝える形にしています。



1

初めて聞くけど園評価ってなに？

新任園長

園評価
経験園長

　園の保育・教育、施設面、地域の人たちとのつながりなど「園
全体の運営」に対して評価し、よかった点、改善したい点を見
つけ、よりよい園を目指すためのものです。

「園全体の運営」って？

　園全体の運営は、園の目標や方針に基づいて行われているから、
入園説明会などで使っている「園のしおり」や「入園するにあたっ
て」などに書かれている園の経営方針が、園評価に関係しているっ
てこと？

　園評価は、各園の理念や方針に基づいて行うのね。
　保育者が毎日している保育の振り返りは、園評価ではないの？

　でも、評価をしなくても、普段から、いろんな話し合いをして、
よかった点、改善したい点を見つけて取り組んでいるから、それ
で十分じゃないの？

　普段の保育・教育活動はもちろん、地域の子育て支援や職員の
協力体制と働きやすさ、施設の安全面など、全部を円滑に進めて
いくことですね。
　どのような項目があるかは、P13・14を見るといいです。

　そうですね。他にも、「重要事項説明書」や「園の要覧」に書
かれている園の保育・教育の理念や経営方針など、所長・園長が
どんな園をつくりたいのか示しているものが、園評価の基になり
ます。

　職員会や学年会など、どの話し合いも園の目標や方針を基に、
よりよい取組となるよう話し合っていると思います。そのように
振り返り、改善しようとしていることを文字や数値で表し、職員
全体で共有して改善につなげると同時に、保護者や地域の人に
説明できるようにするのが、園評価なのよ。

園評価の必要性と目的１
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評
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要
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目
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１

園評価
経験園長

　この手引きを参考に、園評価を通して園の取組のよさと課題を明確にしながら、
各園の独自性を示し、職員一人一人の意欲や姿勢を育てていってください。

　園評価は、保育所・幼稚園・認定こども園（以下「保育所・幼稚園等」という。）において、乳幼児がよ
りよい保育・教育活動を受けることができるよう、園運営の改善と発展を目指し、保育・教育の一定水準の
保証と向上を図ることを目的とした仕組みです。

　保育所・幼稚園等においては、園の保育・教育活動とその他の園運営の状況について評価を行い、その結
果に基づいて、園及び設置者等が園運営の改善を図ること、評価結果等を広く保護者や地域社会等に公表し
ていくことが求められます。公表を通して様々な人との関わりが生まれ、その中で、自らの保育・教育のさ
らなる充実を図っていくことが期待されます。

　私の園では、保護者アンケートをとって、保護者の意見を取り
入れているけれど、それは園評価をしていることにはならないの？

　所長・園長だけが取り組むのではなく、園全体の運営を、いろ
いろな角度から評価して、みんなで共通理解していくのが園評価
ということですね。

　それも保育・教育の質を保証するカリキュラム・マネジメント
として大切な園評価の一部ですね。
　一方、保育・教育は、保育者の意欲だけでなく、教材購入や安
全管理・財務管理など、様々な事務や運営に支えられています。
保育・教育の内容や方法だけでなく、保育・教育を支える「園全
体の運営」について評価するのが園評価だと考えるといいですよ。

　なるほど！園評価をやってみることで、自分たちが取り組んで
きたことの効果も実感できそうね。それに、これからどう取り組
んだらいいのかも考えるから、さらによい園にするための方法が、
具体的に見えてきそうね。

　やっていることを分かってくれる人が増えるのはいいなあ。
　みんなで、できそうなことからやってみようかしら。

　私の園では、園評価を使って、自分たちのやっていることの目
的や頑張りを保護者や地域の人に説明していくことで、園の協力
者も増えましたよ。

　それも園評価の一部ですね。
　園評価は、保育者の振り返りとともに、保護者アンケートの結
果を参考に、園全体の運営を振り返り、話し合うことが大事なの
です。そして、その結果から、取り組んできたことのよさや改善
点を見つけていきます。

新任園長
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（１）園評価の意義と根拠

　生涯にわたる人間形成の基礎を培う大切な乳幼児期に、多くの子どもが一日の生活の大半を過ごす保育
所・幼稚園等では、乳幼児期によりよい保育・教育活動を提供することが求められています。よりよい保
育・教育を実現するには、各園がこれまで進めてきた保育・教育活動やその他の園運営に関する取組が、適
切かどうかを評価し、各園のよさや課題を捉えて組織的・継続的な改善を図ることが有効です。

　この手引きは、各保育所・幼稚園・認定こども園における自己評価の取組の参考となるよう、その目安と
なる事項を園評価として示しています。各園や設置者は、その創意工夫により進めてきた園評価の取組の中
に、本手引きに示した内容を適宜取り込み、所長・園長のリーダーシップの下、全職員が参加しつつ、園評
価の一層の充実・改善に取り組んでください。

　また、保育所保育指針や幼稚園教育要領には、園評価についてそれぞれ次のような記載があります。

平成29年改定　保育所保育指針
第１章総則　３保育の計画及び評価　（４）保育内容等の評価
ア　保育士等の自己評価
（ア）　保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価す

ることを通して、その専門性の向上や保育実践の改善に努めなければならない。
（イ）　保育士等による自己評価に当たっては、子どもの活動内容やその結果だけではなく、子ど

もの心の育ちや意欲、取り組む過程などにも十分配慮するよう留意すること。
（ウ）　保育士等は、自己評価における自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し合い等を通じ

て、専門性の向上及び保育の質の向上のための課題を明確にするとともに、保育所全体の保
育の内容に関する認識を深めること。

イ　保育所の自己評価
（ア）　保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画の展開や保育士等の自己評価を踏ま

え、当該保育所の保育の内容等について、自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めな
ければならない。

（イ）　保育所が自己評価を行うに当たっては、地域の実情や保育所の実態に即して、適切に評価
の観点や項目等を設定し、全職員による共通理解をもって取り組むよう留意すること。

（ウ）　設備運営基準第36条の趣旨を踏まえ、保育の内容等の評価に関し、保護者及び地域住民等
の意見を聴くことが望ましいこと。

～平成29年改定(訂)	保育所保育指針、幼稚園教育要領に記された「園評価」について～

保育所における園評価

認定こども園における園評価

幼稚園における園評価

○保育士等の自己評価
○保育所の自己評価　※本手引きで説明するもの
○第三者評価

○児童福祉施設としての園評価（保育所における園評価）
○学校としての学校評価（幼稚園における園評価）

これら２つの視点から評価を行っていくことになります。

○自己評価　※本手引きで説明するもの
○学校関係者評価
○第三者評価
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１
平成29年改訂　幼稚園教育要領
第１章 総則　　第６ 幼稚園運営上の留意事項　　１ 教育課程の改善と学校評価等
１　各幼稚園においては、園長の方針の下に、園務分掌に基づき教職員が適切に役割を分担しつ

つ、相互に連携しながら、教育課程や指導の改善を図るものとする。また、各幼稚園が行う学校
評価については、教育課程の編成、実施、改善が教育活動や幼稚園運営の中核となることを踏ま
え、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意するものとする。
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（２）園評価の目的と期待される効果

　園評価には、大きく分けて次のような３つの目的があり、それを図式に表すと図１から図３のようになり
ます。園全体で園評価に取り組むことで、それぞれの効果が期待できます。

組織的・継続的な改善目的 1

　各園が、自らの保育・教育活動とその他の園
運営について、目指すべき目標を設定し、その
達成状況や達成に向けた取組の適切さ等につい
て評価することにより、園として組織的・継続
的な改善を図ること。（図１）

○限られた時間や職員を、必要性の高い活動や教育効
果の高い活動に集中することができる。
○園の保育・教育活動の精選と重点となるものの推進
に、大きな役割を果たすことが期待できる。
○園として組織的に、今、重点的に取り組むことが何
かを園全体で共有し、その伸長・改善に生かすこと
ができる。

（図１）

目指すべき目標の設定

達成状況の評価

組織的・継続的な改善

達成に向けた取組の適切さ等の評価

保育・教育活動 その他の園運営

園・家庭・地域の
　　連携協力による園づくり目的 2

　各園が、園評価の実施とその結果の公表・説
明により、適切に説明責任を果たすとともに、
保護者、地域住民等から理解と参画を得て、
園・家庭・地域の連携協力による園づくりを進
めること。（図２）

○園評価を軸とした情報の共有と連携の促進が図ら
れ、園・家庭・地域のそれぞれの教育力が高められ
ていくことが期待できる。

（図2）

園評価の実施と結果の公表・説明

適切に説明責任を果たす

園・家庭・地域の連携協力
による園づくりの促進

保護者、地域住民等から理解と参画を得る

一定水準の保育・教育の
　　　　　　質の保証・向上目的 3

　各園の設置者等が、園評価の結果に応じて、
園に対する支援や条件整備等の改善措置を講じ
ることにより、一定水準の保育・教育の質を保
証し、その向上を図ること。（図３）

（図3）
設置者等

一定水準の保育・教育の
質の保証・向上

園に対する支援や条件整備等の
改善措置を講じる

　園評価は、あくまでも園運営の改善による保育・教育の質の向上を図るための手段であり、園評価自体が
目的ではありません。地域の実情も踏まえた実効性のある園評価を実施していってください。
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れ

2

園評価の流れ2

　園評価は、保育・教育活動とその他の園運営について、計画（Plan）→実践（Ｄo）→評価（Check）
→改善（Ａction）の流れを意識して取り組むことが大切です。（図４）
　実施にあたっては、よかった点や改善したい点をしっかり振り返り、評価結果について園の設置者とも課
題意識を共有することが重要です。改善すべきことを園全体で共有し、次の計画に生かしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）園評価実施のポイント

　園評価を行うにあたっては、次の３つのポイントを大切に実施していきましょう。

（２）評価（Check）の実施回数について

　園評価は、年に１回以上定期的に行うことが求められます。
　中間評価を実施した場合は、中間の評価結果を基に、全職員で評価の平均値を見ながら協議をしたり、自
分の評価と平均値を比較したりします。そうすることで、保育者自身が評価の差に気付き、自分の評価の妥
当性（的確性）を見直すことにつながります。その結果、評価の誤差を少なくし、年度末評価の妥当性（的
確性）につなげることができます。

※P22「（１）園評価の実施」参照

ポイント 1

ポイント 3

ポイント 2

園の実態に即した内容と方法で実施すること

全職員で共通理解し役割分担しながら実施すること

所長・園長が経営方針を示す、分かりやすく説明するなど、
リーダーシップをとること

P　計画
①園経営計画や重要事項説明書
　等に基づく評価計画の作成

②当該年度の重点目標の設定

③評価項目・指標の設定

↓

↓

3・4月頃

C　評価
①保育・教育活動と運営の振り返り
②保護者のアンケートの実施・反映
③職員の自己評価
④園の自己評価
⑤結果のとりまとめ

中間
7・8月頃

最終
12・1月頃

D　実践
①職員への園経営計画・重要事項説明書等
　及び園評価計画の説明
②全職員での共通理解
③保育・教育活動とその他の園運営の実践
④保護者や地域への情報提供

A　改善
①次年度の全体的な計画、教育課程の改善
②経営計画の見直し・改善
③報告書の作成
④評価結果の公表
（次年度の改善策も含めて）

所長・園長を
中心に作成

役割分担しながら
全職員で

役割分担しながら
全職員で

全職員で

（図4）
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（３）具体的な園評価の流れ　～保育の実践と評価の関係～

　園評価は、各園の実態に即した評価内容・方法で実施されることで、ＰＤＣＡが循環し、園の保育・教育
活動とその他の園運営が組織的・継続的に改善され、保育・教育の質が保証されます。一年間にどのような
ことをするのか、具体的な動きで示すと下の図５のようになります。この流れを大切に、ＰＤＣＡが好循環
となり、実効性のある取組にしていきましょう。

（図5）

年
度
当
初

年
度
末

園
の
課
題
把
握
と
保
育
者
等
の
育
成

教
育
課
程
・
全
体
的
な
計
画
の
実
施
状
況
の
確
認

次
年
度
の
計
画
に
反
映

園
経
営
の
課
題
把
握
と
改
善
策
の
検
討

所長
園長

P1

P1

D

C

C

A

A

A

保育者等
保　護　者
地域の人々

本年度の取組説明

保育参観・参加
行事の参観・参加

保護者の評価・意見
（アンケート等）

日々の実践と評価
園公開

行事の実施と評価

中間評価を踏まえた改善

園経営計画・運営方針・園評価計画に
ついての共通理解（全保育者等）　　　　

期ごとの自己評価（中間評価）

年度末の自己評価（総括評価）

保護者アンケート
（年度末の総括）

学校関係者評価
第三者評価

担任保育者（園児、クラスの課題把握、
　　　　　　指導方針の確認）
全職員（園全体の教育活動及び運営）

P2

中期を見通した園経営計画（３年程度）

当該年度の園経営計画・園評価計画の作成・提示

それでは、 園評価計画の作成から説明していきます。
各園の実態に合わせて、必要な内容をご活用ください。
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園
評
価
計
画
の
作
成　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
①

3

園評価計画の作成 ―Plan ①ー3
　園評価は、所長・園長の経営方針やリーダーシップの下に、全職員が役割分担をしつつ連携しながら保
育・教育活動や園運営に関わる職務を実践し、振り返りを積み重ねながら進めていくと効果的です。

園評価を組織的・計画的に進めるために －重点目標－

（１）重点目標の設定

　園評価は、まず重点的に取り組むことが必要な目標（重点目標）や計画を定め、それらを基に、園評価の
具体的な目標や計画を設定することから始まります。そして、評価項目・指標を設定し、重点目標を十分に
考慮した実践につなげていきます。　
評価する内容
　園評価は、大きく分けて	①保育・教育活動に関する内容、②園運営に関する内容	の２つになります。
園務分掌※１に基づき各職員が適切に役割分担をしつつ、相互に連携しながら職務を遂行している状況につ
いて、自己評価します。

※１	園務分掌：園を運営していく上で必要となる様々な仕事を整理・配分したもの	P31参照

所長・園長のリーダーシップ
　所長・園長は、どのように保育・教育活動を充実させたいと考えているか、職員と共にどのように園運
営を行っていきたいと考えているかを示すことが重要です。これらのことについて、重点目標とすること
を職員に説明し、共通理解して職務に当たろうとする園全体の雰囲気づくりをしていきましょう。

重点目標の内容
　所長・園長は、園のしおりなど、すでに保育・教育の理念や運営方針
等について記載しているものを活用して、特に重視したい事柄を重点目
として設定すると、園経営や運営の計画と園評価とがつながり、PDCA
サイクルが循環します。
　その際、以下の３つの経営の柱（☆、◆、◎）で重点目標を設定する
と、園経営や運営の全体を捉えることができるとともに、園評価をバラ
ンスよく実施することができます。　　　　※２	保育所（幼稚園・認定こども園）重要事項説明書：	P47参照

重点目標設定に活用できる
もの
・保育所のしおり
・幼稚園要覧
・保育所（幼稚園・認定こど
　も園）重要事項説明書※2

・幼稚園経営計画　　など

《３つの経営の柱》

☆　保育・教育活動の充実（保育の全体的な計画や指導内容・方法に関する内容）
◆　職員の資質向上や運営（園内研修、園務分掌などに関する内容）
◎　地域に開かれた園づくり（子育て支援、保幼小連携、地域連携などに関する内容）

重点目標の設定例

　園の保育・教育目標（育てたい子ども像など）を「感性と表現力豊かな子ども」としている園で、所
長・園長が、本年度は「豊かな感性につながる保育の充実」や「職員の相互啓発」を目指したいと考え
たときに、３つの経営の柱の重点目標を
　☆　表現する楽しさや喜びが実現できる教材開発と環境づくり
　◆　共通課題に向かう職員の協力体制づくり
　◎　子育て支援室の事業内容の充実
とすることも考えられます。
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組織的・計画的に園評価を行うために －園評価計画－

評価項目の設定例

重点目標「☆表現する楽しさや喜びが実現できる教材開発と環境づくり」
評価項目　①　保育室内外の環境整備、整理・整頓［環境の構成・教材開発］
　　　　　②　表現に関する教材開発や積極的な材料提示［環境の構成・教材開発］
　　　　　③　表現の充実につながる用具の購入・整備［保育・教育の環境整備］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、多様に考えられます。

（２）重点目標から考える評価項目

重点目標を達成するための具体的な方策と評価項目
　重点目標を達成するために、所長・園長として、どのようなことをしたいのか、職員にしてほしいのかが
伝わるように、「本年度は、このことに重点を置いて取り組み、成果について評価して、この園のよさや課
題を見つけて改善策を考えよう」と思う事柄を、具体的に示す必要があります。　　　　　　
　そこで、具体的に取り組んでほしい事柄を評価項目とします。評価項目は、重点目標の柱に対応して設定
することが重要です。12ページ以降に具体的な例を示しますので参照し、設定してみてください。

P8の重点目標例より

※	P11「園評価計画の記載例」P42「評価項目例」に◆◎の評価項目の設定例があります。

（１）見通しをもった園評価計画の作成

　保育・教育活動や園運営等に関する全ての項目を一度に評価することは、作業量も多く、時間も十分取り
にくいため、よさや課題を見つけることはできても、改善策にまでつなげることは難しいものです。
　そこで、所長・園長は、園の経営や運営に関する３年程度の見通しをもって各年度の重点目標を設定し、
園評価の計画を作成するとPDCAが循環しやすくなり、園運営の安定にもつながります。ここでは、３年
程度の中期経営目標を設定した園評価計画の作成について紹介します。
中期の見通しをもった園運営と園評価計画
　まず、３年程度の中期目標に基づき、３年間の各年度の重点目標を設定し、その目標を達成するための具
体的な取組を考えて、評価項目を設定します。
　次に示す「園評価計画」のように、評価の項目を３年に分けて計画的に網羅することによって、各園の保
育・教育活動と園運営に関する内容の全てについて、園評価ができることになります。これが、組織的・計
画的な評価であり、園評価として目指しているものです。これによって、各項目の評価から、園のよさや課
題を発見するだけでなく、改善の視点を見つけることにつながります。
　次のページに、園評価計画の様式例と記載例を示しています。記載例の各欄に☆◆◎で示している重点目
標と評価項目の関係を読み解きながら、13・14ページに示している評価項目例を参考にして、自園の評価
計画を作成してみてください。
　３年を見通せないときには、まず１年目の評価計画を作成しましょう。保育・教育活動の実践を振り返り
ながら実践や園運営の見通しを修正し、評価を積み重ねながら次年度の園評価計画を作成していくのもよい
でしょう。

　このように、重点目標の達成に向けて、所長・園長として、職員に取り組んでほ
しいと望む事柄を評価項目とすると、保育・教育の内容の充実につながります。
　評価することが、取組の充実につながることを意識するとカリキュラム・マネジ
メントにつながります。
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（２）園評価計画の様式例及び記載例
園

評
価

計
画

の
様

式
例

①
経
営
の
柱
に

沿
っ
て
作
成

し
て
み
よ
う！

②
中
期
経
営
目

標
か
ら
、１
年

間
で
頑
張
る

目
標
を
考
え

て
み
よ
う！

③
重
点
目
標
を

達
成
す
る
た

め
に
、
職
員

み
ん
な
で
取

り
組
み
た
い

こ
と
を
考
え

よ
う！

中
期
経
営
目
標
　
☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

　
　
　
　
　
　
　
◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

　
　
　
　
　
　
　
◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

○
年
度
の
重
点
目
標

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

評
価
項
目

○
年
度
の
重
点
目
標

評
価
項
目

○
年
度
の
重
点
目
標

評
価
項
目

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

 ・  ・ ◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

 ・  ・ ◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

 ・  ・

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

 ・  ・ ◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

 ・  ・ ◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

 ・  ・

☆（
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
）

 ・  ・ ◆（
職
員
の
育
成
・
資
質
向
上
や
運
営
）

 ・  ・ ◎（
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
）

 ・  ・

　
３
年
間
進
め
て
い
く
と
、
ど
の
部
分
が
園
の
強
み
と
な

っ
て
い
る
の
か
見
え
て
き
ま
す
。

　
前
所
長
・
園
長
が
作
成
し
た
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
少

し
ず
つ
自
分
の
考
え
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
せ
ら
ず
、
少
し
ず
つ
が
コ
ツ
で
す
。

　
ま
ず
は
各
経
営
の
柱
に
対
し
て
１
つ
立
て
ら
れ
た
ら
O
K
。

　
前
年
度
の
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
各
柱
（
☆
♦
◎
）
の
評
価
項
目
を
１
つ
だ
け
変

え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
か
ら
、
２
つ
目
以
降
を
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
園
の
保
育
目
標
や
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

３
年
程
度
を
見
通
し
た
中
期
経
営
目
標
を
作
成
す
る
と
、

具
体
的
な
取
組
の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
３
年
間
で
、
P
13
・
14

に
示
す
評
価
項
目
の
大
項

目
（
13
種
）
が
一
度
は
評

価
で
き
る
よ
う
に
計
画
し

ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
全
て

の
内
容
に
つ
い
て
の
園
評

価
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
３
年
を
見
通
せ
な
い
と
き

に
は
、
ま
ず
１
年
目
を
作

り
、
評
価
を
積
み
重
ね
な

が
ら
次
年
度
の
計
画
を
作

成
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・
１
年
目
　
取
り
か
か
り
や

す
い
も
の
に
し
て
み
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

・
２
年
目
以
降
　
途
中
で
修

正
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

よ
う
に
し
、
仮
置
き
程
度

に
作
成
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。
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園
評
価
計
画
の
記
載
例

中
期
経
営
目
標
　
☆
　
保
護
者
の
目
に
見
え
る「
豊
か
な
感
性
と
表
現
力
を
育
て
る
教
育
活
動
」の
実
現
　
　

　
　
　
　
　
　
　
◆
　
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
相
互
啓
発
す
る
職
員
の
資
質
向
上
と
運
営
管
理

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
地
域
と
協
働
す
る
子
育
て
支
援
の
実
現

園
評

価
計

画

○
年

度
の

重
点

目
標

評
価

項
目

○
年

度
の

重
点

目
標

評
価

項
目

○
年

度
の

重
点

目
標

評
価

項
目

P
42

に
も

評
価

項
目

の
設

定
例

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

※（
＊

）
は

、☆
に

関
す

る
評

価
項

目
で

あ
る

と
同

時
に

、
他

の
柱

（
◆

や
◎

な
ど

）
に

関
す

る
評

価
項

目
の

中
の

具
体

的
な

項
目

と
す

る
こ

と
も

で
き

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

例
え

ば
、（

＊
１

）
は

、
組

織
運

営
の

具
体

的
な

評
価

項
目

だ
け

で
な

く
、

研
修

（
資

質
向

上
の

取
組

）
の

具
体

的
な

評
価

項
目

と
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

※
　

☆
◆

◎
の

柱
に

沿
っ

て
、

P
13

・
14

に
示

す
評

価
項

目
の

視
点

例
を

参
考

に
、

３
年

程
度

の
間

に
全

て
の

評
価

項
目

が
網

羅
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

よ
い

。 

☆
表

現
す

る
楽

し
さ

や
喜

び
が

実
現

で
き

る
教

材
開

発
と

環
境

づ
く

り
◆

共
通

課
題

に
向

か
う

職
員

の
協

力
体

制
づ

く
り

◎
子

育
て

支
援

室
の

事
業

内
容

の
充

実

☆
表

現
す

る
楽

し
さ

や
喜

び
が

実
現

で
き

る
指

導
の

工
夫

と
指

導
計

画
の

作
成

 
◆

園
務

分
掌

の
役

割
へ

の
職

員
の

積
極

的
な

取
組

と
連

携
◎

様
々

な
園

行
事

で
保

護
者

・
地

域
と

共
に

歩
む

教
育

活
動

の
充

実
、

連
携

強
化

☆
保

護
者

の
目

に
見

え
る

「
豊

か
な

感
性

と
表

現
力

を
育

て
る

教
育

活
動

」
の

実
現

◆
研

究
成

果
の

発
表

（
公

開
保

育
）

◎
地

域
と

協
働

す
る

子
育

て
支

援
の

実
現

　
　

―
預

か
り

保
育

の
円

滑
な

実
施

―

☆
環

境
の

構
成

・
教

材
開

発
　
・

保
育

室
内

外
の

環
境

の
構

成
・

整
理

・
整

頓
　
・

表
現

に
関

す
る

教
材

開
発

や
材

料
提

示

☆
保

育
・

教
育

の
環

境
整

備
　
・

環
境

整
備

に
必

要
な

用
具

等
の

計
画

的
な

購
入

・
整

備

◆
組

織
運

営
・

研
修

　
・

定
期

的
な

分
掌

事
務

の
進

捗
状

況
確

認
　
・

職
員

の
相

互
啓

発
・

園
内

研
修

会
の

実
施

（
＊

1）

◎
子

育
て

支
援

　
・

運
営

方
針

の
周

知
・

徹
底

の
方

法
・

成
果

　
・

教
育

活
動

と
関

連
付

け
た

行
事

の
設

定
（

＊
2）

☆
指

導
計

画
、

指
導

内
容

・
方

法
　
・

豊
か

に
感

じ
表

現
す

る
教

育
活

動
の

展
開

・
評

価
　
・

指
導

計
画

へ
の

位
置

付
け

☆
特

別
支

援
教

育
・

保
育

　
・

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
乳

幼
児

の
理

解
　
・

個
別

指
導

計
画

の
作

成
、

園
内

の
共

通
理

解
の

状
況

◆
安

全
管

理
　
・

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

安
全

点
検

や
職

員
の

安
全

対
応

　
能

力
の

向
上

を
図

る
取

組

◆
保

健
管

理
　
・

日
常

の
感

染
予

防
、

衛
生

管
理

等

◎
保

護
者

・
地

域
住

民
と

の
連

携
　
・

保
護

者
懇

談
会

や
地

域
へ

の
情

報
提

供
の

内
容

・
成

果
　
・

園
運

営
へ

の
保

護
者

の
参

画
及

び
協

力

☆
全

体
的

な
計

画
・

教
育

課
程

　
・

保
育

研
究

の
継

続
的

な
実

施
、

指
導

改
善

の
取

組
　
・

「
豊

か
な

感
性

と
表

現
力

を
育

む
教

育
活

動
」

の
実

現
状

　
　

況
と

全
体

計
画

の
改

善

◆
研

修
（

職
員

の
資

質
向

上
）

　
・

研
究

推
進

組
織

と
職

員
の

意
識

・
運

営
状

況
　
・

予
算

確
保

と
執

行
状

況
（

＊
5）

◆
情

報
提

供
　
・

自
己

評
価

の
実

施
状

況
、

方
法

・
回

数
等

　
・

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
自

己
評

価
へ

の
反

映

◎
預

か
り

保
育

　
・

園
や

保
育

者
に

よ
る

受
け

入
れ

体
制

の
状

況
　
・

預
か

り
保

育
用

の
保

育
室

の
整

備
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評価項目や評価指標は何のために設定するの？

新任園長 園評価
経験園長

　項目や指標を決めなくても、保育の振り返りを毎日行い、期ご
とに成果・課題をまとめているから、十分評価できるんじゃない？

　保育・教育活動の充実に関する評価項目だけではだめなの？

　評価の客観性や妥当性を確保するためです。また、園内だけでなく、
保護者や地域の方にも、簡潔に分かりやすく説明することができます。
　保育の内容・方法や職員の協力体制など、その年度に所長・園長が
重視したいことを具体的な基準として職員に伝え、それに向かって頑
張ってもらいたいと伝える項目や基準と考えてもいいと思います。

　評価項目や評価指標は、園の保育・教育目標に近づくための取組を
具体的にしたもので、私は何を頑張ればいいのかも分かって、やる気
が出ましたよ。

　園評価は、園全体の取組をいろいろな角度からみんなで評価します。
　そのため、保育の内容・方法だけでなく、保育をするのに必要な教材
の準備や、園庭・園舎の安全管理や保護者との連携・協力関係はできて
いるかなど、運営の面からも評価することが必要です。

　その気持ち、よく分かります。私もそうでした。
　でも、今では園での取組を分かりやすく、客観性や妥当性も確保し
ながら評価したり伝えたりするには、数値化や段階で示すのが適して
いると感じています。また、そうして分かりやすさ等を求めて努力し
ている姿とともに園評価の取組を、保護者や設置者、地域の方に伝え
ていきたいと思っています。

　でも、園の取組を数値や段階で評価するのは抵抗感があるなあ。

　そして、私たち保育者や職員が協働的に働いているかも、子どもた
ちを育てる園の活動には重要ですね。
　園児を育てるだけでなく、私たちも「社会に開かれた園」となるよ
うに育っていかなければならないですからね。

評価項目・評価指標の設定 ―Plan ②ー4

　設定した各項目を評価するためには、何をどのように評価すればよいのかを決める必要があります。
例えば、

・評価項目の達成に向けた具体的な取組の状況を把握するために必要な基準（取組指標）
・取組の成果を把握・評価するための基準（成果指標）
を、必要に応じて設定することが考えられます。
　具体的にどのような評価項目・評価指標等を設定するのかは、各園が園の状況や地域の実情に基づき決め
ていきましょう。このことによって、評価の視点の共有化が図られ、どの人も評価しやすくなります。
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（１）評価項目について

　評価項目は、各園が設定した重点目標等の達成に向けて、どのような具体的な取組を行っていくのかを示
すものです。言い換えると、所長・園長が園経営計画※３等で示した「具体的な方策」に関連させて評価項目
を設定し、具体的な実践に結び付けていくものです。　　　　　※３：P34「２	園経営計画」をご覧ください。

　次の例示や「高知県教育・保育の質向上ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）のシート2
（キャリアステージにおける資質・指導力チェックシート）を参考に、各園の重点目標達成に向けて評価項
目や指標を考えてください。

評価項目の視点例

○全体的な計画・教育課程
　・園の状況を踏まえた保育・教育目標等の設定状況
　・建学の精神や保育・教育目標に基づいた園の運営状況
　・全体的な計画の編成・実施の考え方についての職員間の共通理解の状況
　・行事の管理・実施体制の状況
　・教育週数、１日の教育時間の状況（幼稚園・認定こども園）
○指導計画・指導内容・方法
　・長期の指導計画（年間・期・月）や短期の指導計画（週・日案）などの作成の状況
　・保育所保育指針、幼稚園教育要領等の内容に沿った乳幼児の発達に即した指導の状況　　
　　　　・乳幼児との信頼関係の構築の状況
　　　　・乳幼児の主体的な活動の尊重
　　　　・遊びを通しての総合的な指導の状況
　　　　・一人一人の発達の特性に応じた指導の状況	　　　　など
　・保幼小の円滑な連携・接続に関する工夫の状況
　・チーム保育などにおける保育者間の協力的な指導の状況　　　　　　
○環境の構成・教材開発
　・環境を通して行う保育・教育の実施の状況
　・乳幼児に適した環境に整備されているかなど、学級・クラス経営の状況　　
　・乳幼児の発達に即した教材等の整備、開発、環境の構成、再構成　
　・遊具・用具の活用

○保健管理
　・家庭や地域の保健・医療機関等との連携の状況
　・保健計画の作成・実施の状況、環境衛生の管理状況
　・日常の健康観察や、疾病予防のための取組、健康診断の実施の状況
○安全管理
　・事故等の緊急事態発生時の対応の状況
　・家庭や地域の関係機関、団体との連携の状況
　・安全計画や、防災計画等の作成・実施の状況
　・危機管理マニュアル等の作成・活用の状況
　・安全点検（通園路の安全点検を含む）や、保育者・乳幼児の安全対応能力の向上を図るための取組の状況
○保育・教育の環境整備
　◆施設・設備
　・施設・設備の活用（余裕教室等の活用を含む）状況
　・設置者と連携した施設・設備の安全・維持管理のための点検の取組の状況
　・設置者と連携した施設・設備の安全・維持管理のための整備（耐震化、アスベスト対策を含む）の状況
　・設置者と連携した園の保育・教育の情報化の状況
　◆遊具・用具・図書等
　・設置者と連携した遊具・用具・図書等の整備の状況
　・設置者と連携した遊びや生活環境の充実のための取組状況

～15の資質・指導力（ガイドライン）～
①環境構成　②保育者の援助
③指導計画の作成と保育展開・評価
⑥保・幼・小の連携　⑬安全教育　⑮教材研究

④地域との連携　⑫安全管理

ガイドライン　シート２に
掲載されている資質・指導
力の項目で、参考となるも
のを示しています。
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○特別支援教育・保育（障害児保育を含む）
　・特別な配慮を必要とする乳幼児の個別の指導計画や個
　　別の教育支援計画の作成の状況
　・園内委員会の設置、特別支援教育（保育）コーディ
　　ネーターの指名や園内研修の実施等、特別支援教育・保育のための園内支援体制の整備の状況
　・家庭との連携状況
　・特別支援学校の幼児などとの交流の状況
　・医療、福祉など関係機関との連携の状況

○組織運営
　・所長・園長など管理職の保育・教育目標等の達成に向けたリー
　　ダーシップの状況、他の職員からの信頼の状況
　・園務分掌や主任制・職務分野別リーダー等が適切に機能するなど、園の明確な運営・責任体制の整備の状況
　・職員会議等の運営状況
　・園の財務運営の状況（園が管理する資金の予算執行に関する計画、執行・決算・監査の状況等）やその公開状況
　・勤務時間管理状況等、服務監督の状況
　・各種文書や個人情報等の園が保有する情報の管理の状況、職員への情報の取扱方針の周知の状況
　・園運営のための諸事務等の情報化の状況
　・学校保健安全法（幼稚園・幼保連携型認定こども園）、労働基準法等の各種法令の遵守状況

○情報提供
　・園に関する様々な情報の提供状況
　・園公開の実施の状況
　・乳幼児の個人情報の保護の状況
　・園便りや学級便りの発行など、主として保護者を対象とした情報の提供状況
　・情報提供手段として、ホームページを活用するなど、広く周知するための工夫の状況
　・園評価（自己評価・園関係者評価等）結果の公表状況

○保護者・地域住民との連携
　・園運営へのPTA（保護者会）・地域住民の参画及び協力の状況
　・地域住民から寄せられた具体的な意見や要望の把握・対応の状況
　・園評議員やPTA（保護者会）との懇談の実施状況や園運営協議会の運営状況
　・PTA(保護者会)や地域団体との連絡の充実の状況
　・地域の自然や文化財・伝統行事などの教育資源の活用状況
　・地域の人材など外部人材の活用状況
　・保護者・地域住民を対象とするアンケートの結果

○子育て支援
　・保育者のカウンセリングの基礎理解と相談機能の状況
　・地域や保護者の実情や要望による園の子育ての支援活動の実施状況
　・他の関係機関との連携状況

○預かり保育
　・保護者の実情や要望による預かり保育の実施状況
　・園や保育者による受入れ体制の状況
　・園の目的、全体的な計画との関連、乳幼児の負担、家庭との連携等への配慮

○研修（資質向上の取組）
　・保育研究の継続的実施など、指導改善の取組の状況
　・園内における研修の実施体制の整備状況
　・園内研修の課題の設定の状況
　・園内研修・園外研修の実施・参加状況
　・臨時職員、非常勤職員等の資質の確保・向上に向けた取組の状況
　・上級免許や他の資格等の取得状況

～15の資質・指導力（ガイドライン）～
③指導計画の作成と保育展開・評価
⑤関係諸機関との連携

⑩園務分掌　⑪職員間の連携

⑨学級経営　⑩園務分掌

④地域との連携　⑨学級経営

③指導計画の作成と
　　　　保育展開・評価

⑤保護者との連携　
⑦保護者への支援　
⑧地域における子育て支援

⑪職員間の連携　⑭自己研鑽
⑮教材研究
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（２）評価指標について

　評価項目が決まったら、評価項目で示した内容の取組状況や達成状況を把握するために評価指標を設定し
ます。評価指標には、取組指標と成果指標の２つがあります。
　取組指標は、保育者等がどのように取り組んでいるのか、取組の状況を把握・評価するための基準を示し
たものです。
　成果指標は、保育者等が取り組んだ結果、評価項目についてどの程度達成されたかを把握・評価するため
の基準を示したものです。

　園評価は、園の運営面と日々の保育・教育についての充実を図るとともに、園評
価を通して職員の育成や設置者の理解を得ていくことが望まれます。また、全てに
よい評価では、改善点を見つけるヒントが得られず何のための園評価か分からなく
なります。
　評価が低くなることを恐れ過ぎず、現在の取組のよさとともに改善点を見つけら
れるような評価指標にしていきましょう。

評価指標作成のポイント

　〇評価に段階をつける
　　　各園での評価段階は全て同じ段階数にする必要があります。評価項目によって４段階や３段階など、
複数の評価段階があると、評価結果の意味が分かりづらくなるからです。

　　　本手引きでは、下記に示す各段階のイメージで４段階評価として表していますが、これに固定するも
のではありませんので、各園で評価しやすい段階にしてください。

【取組指標の各段階のイメージ】
「４」すばらしい　「３」少し頑張ればできるかな　「２」これならできるかな　「１」もう少し頑張ってほしい

（所長・園長研修ステージⅡ「園評価の実際Ⅱ」岡上直子氏の資料より）

重点目標の達成につながるものを
考える。
○所長・園長が保育者に取り組ん
　でほしい内容
○保育実践のヒントとなるもの評

価
指
標

取組指標

成果指標

どの程度取り組むか　数値・段階的
例えば、学期 1回、月 1種以上など

幼児がどのように変容したか
教師がどのように変容したか

　「評価指標」は、園全体で共通理解し、
客観性を担保できるようにするための基準

P9「評価項目の設定例」①の評価指標例

評価項目 取組指標

4

3

2

1

評価指標と評価結果
結果

《例１》

保育室内外の環境
整備、整理・整頓
（美しさを意識した
掲示板や環境整備）

半数以上の幼児が、自分たちの保育室をきれ
いに整えようとする

半数以上の幼児が、掲示板や教材から遊びの
イメージを広げている

半数以上の幼児が、掲示板や教材に興味を示
して見たり触ったりしている

半数以上の幼児が、掲示板や教材などの環境
に、あまり興味を示さない

月 1回以上

月 1回程度

2ヶ月に 1回

学期に 1回程度

成果指標

4

3

2

1

結果

評価項目に示した内容を、保育者が
どの程度取り組むのかを４段階で設
定します。

保育者の取組による変
化を子どもの姿で考え
ます。
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経営の柱：☆「保育・教育活動の充実」の例

評価項目 取組指標

4

3

2

1

評価指標と評価結果
結果

《例２》

朝運動で体を使っ
て運動遊びをする

室内や戸外で体を使った遊びをしよ
うとする子ども

80％以上

70％以上

60％以上

50％以上

保育者も一緒に遊び、楽しさを共有
したり、みんなの中で認め合ったり
する

楽しい、やってみたいと思う遊具や
動きを工夫する

体を使った遊びを年齢や季節を考慮
しながら計画的に取り組む

体を使った遊びを保育に取り入れる

成果指標

4

3

2

1

4

3

2

1

《例３》

年齢にあった本選
びや読み聞かせの
場を設定する

(3に加え)読書活動の取組をまとめ、
職員会で提案する

(2に加え)関係機関と連携をもった活
動を年2回以上行う

(1に加え)月ごとのテーマを決めて読
み聞かせを行う

1日1回以上クラス内で読み聞かせを
行う

ほとんどの子どもが、絵本の内容に
関連した遊びや制作活動に広がりが
見られる

ほとんどの子どもが、絵本の内容を
友達や保育者に伝えようとする

ほとんどの子どもに、好みの絵本が
できる

ほとんどの子どもが、自由に絵本を
読む

4

3

2

1

結果

子どもの変容を割合（％）の変化で設定しています。

取組指標が同じで、成果指標が異なる例

評価項目 取組指標

4

3

2
1

評価指標と評価結果
結果

《例４》

保育室内外の材料・
道具の積極的な提
示や環境の再構成

担任が提示した素材や遊具を遊びに
取り入れながら夢中になって遊ぶ子
ども　　　　　　　 75％以上

65％以上

50％以上

50％未満

月１回程度

月１回以上

2ヶ月に１回程度

学期１回程度

月１回程度

月１回以上

2ヶ月に１回程度

学期１回程度

成果指標

4

3

2
1

4

3

2

1

《例５》

保育室内外の材料・
道具の積極的な提
示や環境の再構成

半数以上の子どもが、担任が提示し
た素材や遊具を自分たちの遊びに活
用して遊ぶ

半数以上の子どもが、担任が提示し
た素材や遊具を使って遊ぶ

半数以上の子どもが、担任と一緒に
素材や遊具を使って遊ぶ

半数以上の子どもが、担任が提示し
た素材や遊具に興味をもって触れて
みる

4

3

2

1

結果

【割合の評価イメージ】1クラス30人の場合
　75％･･･約22人（30×0.75＝22.5）
　65％･･･約19人（30×0.65＝19.5）
クラスの規模によって変容した子どもの人数は異なり
ます。実現しそうな人数を「指標３」と考えて、設定
するとよいでしょう。

保育者にどの程度取り組んでほ
しいのかを割合（回数）の変化
で設定しています。

子どもの変容を質の変化で
設定しています。

保育者にどの程度取り組んでほ
しいのかを質の変化で設定して
います。

　例４と例５の取組指標（保育者がどの程度取り組むのかを数値で表している）は同じ内容ですが、例４の
成果指標は子どもの変容を割合（％）の増加で見るようにしているのに対し、例５の成果指標は子どもの姿
の質の高まりで評価するようにしています。

　各園で実際に取組指標と成果指標を設定する際は、評価項目の特性や園の実態に
応じて、割合の変化（回数など）と質の変化のどちらが取組をイメージしやすい
か、成果を評価しやすいかなどを考えて、決めるとよいと思います。
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取組指標と成果指標、どうして２つあるの？

新任園長 園評価
経験園長

　じゃあ、取組で４くらい保育者が頑張っていても、成果が同じ
４じゃない場合もあるってこと？

　評価指標（取組指標・成果指標）を考えるときから、関わって
もらうことも大切なのね。

　なるほど、４点満点でないからこそ考えられるチャンスね。
　では、取組指標や成果指標は、園長が考えるの？

　取組指標は、保育者一人一人が自分たちの頑張りを評価します。
　成果指標は、その頑張りによって子ども達にどんな変容があったか
を評価します。
　この２つがあることで園の取組の在り方と、その取組による結果に
ついて客観的に振り返り、良さと改善点を考えることができます。

　そうですね。一生懸命取り組んでも成果に結びつきにくいこともあ
りますよね。
　そんな時は、取組の方法が適切だったかを振り返るチャンスです。
皆で考えると、きっと取組の改善方法が見つかりますよ。

　なるほど園の規模や職員構成によっても、参画の仕方はいろい
ろありそうね。
　評価は、皆が全項目を行うの？

　園長が全部考えるのもいいけど、園務分掌などで担当者がいる項目
は、一緒に考えてもらうのもいいですね。
　一緒に考えると、園評価の仕組みも分かってもらえるし、担当業務
に対する責任も生まれます。

　でも、いきなり分担すると任された人も大変だったりするから、「作っ
てみたけど、これでどうかなぁ」とか、「昨年のものを参考にちょっと
考えてみてくれない？」など、少しずつ参画してもらうといいですね。

　全員で評価する項目もあれば、一部の職員で評価する項目もあるわ
ね。業務に携わっていない評価項目は、適切な評価ができないので、
誰がどの項目を評価するのかを考えるといいですね。
　そして、評価結果は全体で共有して改善につなげていくことが大切
です。

　成果指標は、取組指標を基にして各保育者が保育実践等に取り組んだ結果、どのような成果を期待するの
か、また、評価結果から取組と成果の関係を考える視点にもなるため、各園の実態に合わせて設定すること
が大切です。
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「ガイドライン」を活用した評価指標例
　各園の実態に合わせて、高知県教育・保育の質向上ガイドライン（以下「ガイドライン」という。）の
シート２から取組指標（保育者がどの程度取り組むのか）や成果指標（保育者の変容）を考えることもできま
す。考えたことを上手く言葉で表現できないときなどは、ガイドラインの文章を参考に考えてみましょう。
（	）には、どの経験年数の保育者の例示を参考にしたかが分かるように記載していますが、経験年数別の
取組指標ではありませんのでご留意ください。

経営の柱：☆「保育・教育活動の充実」の例

評価項目 取組指標

4

3

2

1

評価指標と評価結果
結果

《例１》☆
環境の構成

子どもの主体的な
学びを保障するた
めの環境構成を行
う

自分たちが始めた遊びを発展させな
がら遊びを繰り返すようになった子
ども

75％以上

65％以上

50％以上

50％未満

65％以上

50％以上

50％未満

他学級の活動や保育の中で大切にして
いることを知り、保育の環境構成の設
定や調整をする　（5年～10年未満の保育
者の例示を参考に指標を作成、以下同じ）

季節やその時期に大切にしたいこと
等を踏まえ、子どもの感性をくすぐ
るような壁面等、環境を整える　　

（5年～10年未満の保育者）

子どもの活動や活動の状況に応じて環境
の再構成を行う　　　（5年未満の保育者）

一日の活動に必要な遊具・用具、素
材等の準備する　　 （新規採用保育者）

成果指標

4

3

2

1

4

3

2

1

《例２》☆
援　助

一人一人の子ども
の特性や発達、ね
らい等に適した援
助を行う

常に、その子どもと周りの子どもと
の関係を意識しながら、集団の中で
一人一人を生かした援助をする　　

（5年～10年未満の保育者）

一人一人の特性や発達を捉え、その
子らしさを大切にした援助をする　

（5年～10年未満の保育者）

反省・評価や記録の整理を通して、子
ども理解を深める　 （5年未満の保育者）

明るい笑顔で子どもを迎え、一人一
人とコミュニケーションをとる   

（5年未満の保育者）

半数以上の子どもが、友達のよさに
気付いたり受け止めたりしながら自
分の気持ちを表現するようになった

半数以上の子どもが、友達の特性に
気付くようになった

半数以上の子どもが、自分らしさを
発揮するようになった

半数以上の子どもが、自分の遊びを
見つけて楽しむようになった

4

3

2

1

結果

評価項目 取組指標

4

3

2

1

評価指標と評価結果
結果

《例３》◆
園務分掌

園務分掌とその内
容を理解し、企画・
立案する

担当分掌を責任をもって遂行すると
ともに、新たなアイディアをもって
改善や提言をする

（5年～10年未満の保育者）

担当分掌を責任をもって企画・立
案・遂行する

 （5年未満の保育者）

担当した業務について振り返り、不十分
な点を改善したり、職員会議等で報告し
たりする                　（5年未満の保育者）

担当した業務について理解し遂行す
る　　　       　　　 （新規採用保育者）

園運営上の課題解決に向け、園務分
掌等の取組に積極的に参画するよう
になった

（10年以上の保育者）

園の運営について自分のこととして
常に考え、職員会議等においても建
設的な発言ができるようになった　

（5年～10年未満の保育者）

担当した業務について振り返り、不十分
な点を改善したり、職員会議等で報告し
たりする　　　　　　 （5年未満の保育者）

自分の役割を自覚できるようになっ
た　　　　　　 　  （5年未満の保育者）

成果指標

4

3

2

1

4

3

2

1

《例４》◎
保護者への支援

在園児の保護者に
対して子育てを支
援する

活動を工夫しながら、保護者同士の
つながりがもてるよう支援する

（5年～10年未満の保育者）

保護者が無意識にしていることの中
に、子どもへのよりよい関わり方が
あることを知らせる

（5年～10年未満の保育者）

一人一人の子どもや学級の遊び、友達
との関わり、生活の様子を把握し、連
絡帳やクラスだより等を通して保護者
に知らせる               （5年未満の保育者）

保護者に進んで挨拶したり話しかけ
たりして、話しやすい雰囲気づくり
に努めている           （新規採用保育者）

保護者が子育ての中で感じる喜びや
不安、悩みをよく話してくれる

70％以上
4

3

2

1

結果

経営の柱：◆「職員の育成・資質向上や運営」、◎「地域に開かれた園づくり」の例
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園評価用紙
計画の記載例

P11「園評価計画の記載例」1年目の評価項目から作成した例です。

※P43「様式」、P44～46「その他の記載例」がそれぞれあります。
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保育・教育活動とその他の園運営の実践　―Do―5
　園評価計画に基づく評価指標の設定で、より具体的になった園の方向性を全職員で共通理解し、園評価を
意識した保育・教育活動とその他の運営の実践に取り組んでいくことが大切です。

　本年度の重点目標も決まり、そのために何に力を入れていくか、取組を明確にす
るための評価項目、取組指標と成果指標も決まったわ。
　これを基に、日々の実践を行っていくわけね。

新任園長

保育・教育活動とその他の園運営の実践で
大切なことってなに？

園評価
経験園長

　そういえば、最近は園の方針や活動などが、ホームページで紹
介されているところもあるわね。ただし、提供する内容については、
個人情報の保護への配慮を十分しておかないといけないわね。

　情報発信はどんなふうにすればいいの？

　まずは、保育者、事務員、栄養士、看護師等も含めて、全職員で園
の方針や本年度の重点目標等を共通理解しておくことが大切です。そ
して、それぞれが感じたことや意見が出し合えるように、意見交流の
場がもてるといいですね。

　それと同時に、保護者や地域の人たちにも、自分たちの園が大切に
していること、子どもの育ちや活動の意味、今年、重点的に取り組も
うとしていることなどを、情報発信していきたいですね。

　地域の方に知っていただくためには、園の掲示板に園だよりを貼っ
たり、地域の回覧板に園だよりを一緒に回したりして活動を知っても
らうようにしています。
　また、地域の人に、園に足を運んでもらったり、こちらが地域に出
向いていったりする中で、子どもたちを育てている思いを理解しても
らえるように努めています。

　私の園では、毎月の園だよりの中で、子どもの写真を活用して、本
年度の重点目標の具体的な姿を伝えたり、保護者会で説明したりして
いるわ。
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　全職員で園評価を意識した保育・教育の実践となるよう、以下の手順を大切に取り組んでいきましょう。

① 職員への園経営計画・重要事項説明書等及び園評価計画の説明
　　まずは、所長・園長のリーダーシップを発揮し、園の保育・教育目標（どのような子ども、どのような
園にしたいのか、どのような親育ち支援・子育て支援をしたいのか）と本年度の重点目標、具体的な評価
項目・指標を説明します。
　　その際のポイントとして、
　　　　★初めての職員にも分かるように、丁寧に
　　　　★所長・園長の願いを込めて
　　　　★臨時・パート職員・保育者以外の職員にも時間をとってできれば全職員に
　説明できることが理想的です。園の実情にも合わせながら、職員全員が理解できるところを目指しましょ
う。　
　　　　　　　　
② 全職員での共通理解
　　説明や、園評価計画や評価項目・評価指標をもとに、感じたことや意見を交換しましょう。短時間で
も、意見交換することで、本年度の取組の方向性が共通理解されやすくなり、さらに具体的な仕事のイ
メージがもて、職員のモチベーションを高めることにもなります。

③ 保育・教育の実践
　　日々の保育・教育を実践していきます。各クラス担任の保育者については、指導計画で、定期的に自己
評価がなされており、その振り返りから実践が積み上げられます。その実践と園の重点目標を達成するた
めの評価項目の関連を考えて、評価指標による振り返りが行われながら実践が積み重なっていくとよいで
しょう。

④ 保護者や地域への情報提供
　　保護者や園に関係する地域の方への説明も行い、日々の保育・教育の充実に努めましょう。

★　園は、保護者や地域住民等の園に対する理解を促進し、連携協力を推進するために、園の基本的な情報
を積極的に、分かりやすく提供することが大切です。ただし、提供する内容については、各園の実情、保
護者や地域の要望、個人情報の保護への配慮などを考慮し十分検討する必要があります。
★　園の情報の提供は、自らのよさや努力、また取り組みたいと考えている事柄を外に向かってアピール
し、あるいは抱えている課題を率直に広く示すこととなり、保護者や地域住民等の理解や支援を得ること
ができる絶好の機会となります。
★　特に保護者との連携が重要です。入園の選択幅が大きい等の義務教育にない特性を考慮すれば、園評価
を行う前提として、園の基本的な情報は積極的に提供しておくことが不可欠です。
★　例えば、「園だより」や保護者会において、園での保育・教育活動の写真等をもとに、子どもたちの育
ちや、活動の意味、保育者の意図を説明したり、園の運営について説明したりするなどをしていくことが
大事です。また、保護者からも、懇談等において、園の運営や保育・教育活動についての意見を伺ってい
くなど、情報の発信と収集を心がけることで日々の実践に生かしていくことができるでしょう。

※保育所は、児童福祉法第48条の３及び社会福祉法第75条で、利用者等への情報提供が努力義務として規定されて
おり、保育方針、保育内容等に関する事項について情報を開示し、保護者等が適切かつ円滑に選択し、保育所を
利用できるようにすることを求めています。
※また、保育所は地域に開かれた社会資源として、地域社会との交流や連携を図り、保育所の機能を十分に発揮し
ながら、保育内容等について説明したり、保育に関する情報を提供したりすることが求められています。
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評価の実施　―Check ー6

（１）園評価の実施

　園全体で作成した重点目標や評価項目に基づく評価指標等から、園における自己評価を進めてみましょ
う。１年を通した園評価の実施の流れは、次のようなスケジュール例が考えられます。

【園評価のスケジュール例】
　　　　３～４月：園経営計画・園評価の計画作成、職員・保護者への説明
　　　　　　５月：地域住民等への情報提供
　　　　７～８月：中間評価の実施※１、結果に基づく話し合い、今後の方針の検討
　　　　		　11 月：保護者アンケートの実施
　　　　		　12 月：最終評価の実施※２

　　　　　　１月：結果に基づく話し合い
　　　　　　２月：保護者へ評価結果のお知らせ
　　　　　　３月：設置者への報告、改善策の検討

※１・２の実施例：P19の評価用紙を職員に配付し、評価した物を回収・集計します。　
　　　　　　　　　P24の評価結果の記載例、P43の様式例も参考にしてください。

　園評価は、各園・地方公共団体の事情に応じて、保育・教育活動の区切りとなる適切な時期に、１年に１
回は行われるものですが、中間的な評価を実施すると、次のようなよさから評価項目等をより適切なものに
見直すことができます。

（２）保育・教育活動と園運営の振り返り

　園評価は、所長・園長のリーダーシップの下、全職員が参加して組織的に取り組むことが大切です。
　例えば、所長・園長が折々の保育・教育活動等に関する評価・反省の際に、職員なりに考えている内容に
対して園評価に関連した言葉を添えるなど、園評価を意識づける工夫も考えられます。

職員への情報提供
　一人一人の自己評価を的確に行うためには、まず、保育・教育活動の成果や園運営に関する情報が、評価
をする職員に十分提供されていることが重要です。各職員は、自分が園運営に関わった側面から評価項目・
評価指標に沿って評価しており、気付く内容は様々だからです。

保護者アンケートの活用
　園の自己評価は、職員が自ら振り返るだけでなく、保育・教育活動とその他の園運営について、保護者が
どのように受け止めているか保護者アンケートを行い、寄せられた具体的な意見や要望等を参考にして評価
を的確なものにすることが大切です。
　園行事の後に保護者から寄せられる感想等も評価の参考にしますが、保護者アンケートの集計・分析結果

【中間評価のよさ】
★全職員で、評価の平均値を見ながら協議をしたり、自分の評価と平均値を比較したりすることで、
保育者自身が評価の差に気付く。
★自分の評価の妥当性（的確性）を見直すことにつながる。
★評価項目や評価指標に対する共通理解が深まり、評価の誤差を少なくし、年度末評価の的確性につ
ながる。
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も、できるだけ早めに職員に提示しておきましょう。
　また、保護者が忌憚なく意見を表明できるよう、アンケートの匿名性の担保に配慮しましょう。

　保護者アンケートの内容は、保育・教育目標や評価項目等に関する評価したい内容を設定して行うように
します。次の保護者アンケートの必要項目を参考に、質問項目を作成してみてください。
　25ページに示している具体的な例を参考に、各園の実態に応じて工夫しましょう。
　現在、保護者アンケートを実施している園では、質問内容が重点目標や評価項目などと関連し園評価の参
考になる内容になっているかどうかを確かめてみてください。

（３）結果のとりまとめ

　集計した評価結果（平均値）から、分析・考察を行っていきます。この結果のとりまとめを行うに当たっ
ては、事前に評価結果（平均値）を配付して職員間で協議し、考えていくこともできます。

評価結果を配付した協議のよさ
① 評価に対する意見の出しやすさ
　各職員が業務について関心も高く、自己評価に対して積極的であっても、園運営に関しては見えにくい
部分もあり、立場によっては言いにくいことも考えられます。そこで、評価結果の平均値を用いると、個
人と全体の資料を比較できるようになり、全職員が感じていることを率直に述べやすくなります。

② 評価結果の共有に向けた効率的な会議運営
　事前に評価結果を配付しておくと、全ての意見をおおまかに捉えて協議することができます。全職員
の意見を反映した総括的自己評価、つまり全体を見通した評価にしていくようにしましょう。そうする
ことで、重点目標に照らした評価をすることができ、全職員が評価結果を共有しやすくなります。

保護者アンケート実施に必要な項目

１　アンケートの趣旨説明（アンケートのお願い）

２　アンケートの質問項目に関する回答の基準
　　例　回答の基準　　質問項目について、下記の基準で該当すると思う記号を○で囲んでください。
　　（Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ）　　　　Ａ　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｃ　　　　　　　Ｄ
　　　　　　　　　　　　とてもそう思う　　そう思う　　　そう思わない　　まったく思わない

３　聞き取りたい内容
　（１）全体的な保育・教育活動について(毎年、聞きたい内容)
　　　①	保育・教育目標、園目標の実現状況
　　　②	子どもや保護者への保育者等の対応の状況
　　　③	園全体の保育方針等について
　（２）当該年度の重点目標や評価項目等に関する内容

※当該年度に重点を置いた取組の成果が、家庭の中でも見られるか、保護者はどのように捉えているかを
知ることができるように項目を工夫します。

　　　①	重点としている保育・教育活動に関する家庭での子どもの様子や保護者の受け止めなど
　　　②	保育・教育活動や環境に関する受け止め・感想など
　　　③	地域に開かれた園としての行事、子育て支援の実施や情報発信など
　（３）その他のご意見など

※今後さらに園で力を入れてほしいことなど、保護者からのご意見を参考に今後の園経営の参考になるこ
となどを読み取れるようにします。
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園評価結果の分析・考察
　評価結果を全職員で共有しながら、明らかになってきた課題を「分析・考察」の欄に記載していきます。
園評価結果のとりまとめの協議は、改善策を見出すためでもあります。分析・考察に加えて、検討した年度
後半や次年度への改善策があれば、書き加えておくとよいでしょう。

園評価用紙
評価結果の記載例

19ページ記載の評価用紙に、全職員による評価結果を記入した例です。
（評価結果の数値は、全職員の評価の平均値）
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10
11
12
13

14
15
16
17

18
19
20

21
22
23
24

保護者アンケート例
アンケート内容の参考になるように、多めに記載してい
ます。園の実態に合わせて、作成しましょう。
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園評価結果に基づく改善　―Action ー7
　全職員で重点目標を基に取り組んできたことの成果を、園評価結果を基に職員間で話し合いましょう。

（１）保育・教育の改善

　職員で話し合った結果を基に、改善の方法や時期について考えます。次の５点など、見通しをもって考え
る必要があります。

　　・すぐに改善するべきか、改善できるのか
　　・予算等の関係を考慮して中期的に改善するのか
　　・自分たちの努力でするのか
　　・設置者に予算や人事の配置を要望するのか
　　・地域の人々にも支援を依頼するのか

　また、全職員で取組内容や方法を確認しながら、実践していくことが大切です。
　取組の改善後に変化があった場合は、職員会で報告するなどして職員間で共有するとともに、園評価結果
の報告につなげていきましょう。

（２）園評価結果の報告書の作成

　これまでの取組を報告書にまとめ、結果の公表をしていきます。
　園評価の取組は、園内だけのものにしていると改善できる内容には限界があります。また、保護者・地域
の方・設置者といった園を取り巻く人々に伝わらないと、よりよい保育・教育の実現に向けて協力を得るこ
とができません。

　園評価結果の報告書には、園評価計画に基づいて取り組んできたことを簡潔かつ明瞭に記述します。

　次に示す報告書を参考に取り組んでみてください。

★やってきたことのよさは、どのような取組に表れていたか。
★よさにつながった要因は何か。
　園評価の結果をその後の取組に生かすことができるよう、職員と喜びを共有するとともに、具
体的な取組のよさを確かめ合っておくことが大切です。

★評価結果が伸びなかった取組と要因は何か。
　よりよい保育・教育を実現するために、今後どのようにしていくとより豊かな子どもの育ちや
保護者・地域との信頼関係につなげることができるのかを職員みんなで考え、改善点も見つけて
いきましょう。

話し合いの視点例

【記載内容例】
　　・重点目標に基づく具体的な取組内容
　　・取組による達成状況
　　・取組の適切さ等の評価結果や分析
　　・今後の改善方策
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報告書例

②

③

これは、保育所の一例です。
幼稚園では、「学校評価報告書」として、「自己評価」
と「学校関係者評価」を記載することも考えられます。

園評価が何を指しているのか、
報告をする相手に伝わりやすい
よう、「保育所における自己評
価」と明記しています。

研修

制作
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（３）園評価結果の公表

　園評価の結果及びそれを踏まえた改善に向けての取組等について、様々な方法により公表します。

公表方法の例
　★園便りなどの定期的な通信への掲載等により保護者に公表する。
　★ホームページや地域の広報誌への掲載等により広く周知する。
　保護者会や懇談会、また地域の集まりや関係者会議などで説明しながら意見を聴取することも大切です。
公表を行う際の留意点
　★評価の根拠や改善内容の示し方などについて、各園で創意工夫する。　
　★園評価の結果を踏まえての改善の過程や経過なども、分かりやすく公表する。
　園評価の結果の公表に当たっては、予算等が関連する場合もあります。また、ホームページによる公表に
ついては、市町村によって扱いが異なる場合もありますので、設置者と確認を行った上で表現を工夫する必
要があります。また、個人情報の保護に十分留意しましょう。

園評価の公表様式例
これは、幼稚園の一例です。
保育所では、「１ 保育目標」「４ よりよい乳幼児期の
保育・教育を行っていくための改善策」にするなど、各
園で適当な表現にしてください。

園評価の記録については、
　　園評価についての共通理解（　月）
　　中間評価（　月）
　　保護者アンケート（　月）
　　総括的な自己評価（　月）
などを記述すると、分かりやすいと思います。

教育目標や園目標を記載します。

園評価結果を簡潔に記載します。

上に記載した評価項目のうち結果が
低いものについて、改善策や今後努
力しようとすることを記述するとよ
いと思います。
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園評価の公表記載例

簡潔に表記します。

評価結果の数値が低い評価項目について記述するとよいと思います。

取組指標と成果指標
の結果の合計から平
均値を出します。

取組と成果の視点が分かるよ
うに指標のキーワードを要約
すると、読み手に内容が伝わ
りやすいと思います。

不十分：



組 織 力 を 高 め る 取 組

　１　園務分掌

　２　園経営計画
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　各園で掲げている理念や方針について、全職員が共通認識をもって組織の一員としての役割を果たし、協
働していくことは、信頼される園として組織力を向上していくことにつながります。
　そのため、組織として必要な役割を明確にし、職員の役割を示した園務分掌を作成することが大切です。
　各分掌の担当者は、職員会等で提案・協議を行い、実践につなげていきます。その際、園の保育・教育目
標の達成に向けて、創意工夫をするとともに、それが組織全体に生かされることが大切です。

　１　園務分掌

①所長・園長が行っている分掌を書き出す。
②副園長・主任・教頭が行っている分掌を書き出す。
③その他、必要な分掌を書き出す。（すでに誰かが行っているもの）
④書き出した分掌に担当者案を記入する。（⑤で決めるものがあってもよい。）
⑤職員会等で協議し、決定する。
⑥決定したものを配付する。

作成例

園務分掌例１

職員5名程度の例です。
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　各園で必要な役割を園務分掌として整理し、全職員が役割をもって園の運営に参画できるようにしていき
ましょう。また、担当者の責任を明確にし、理解と協力が得られるよう、他の分掌との連携を十分に図りな
がら、職員間の望ましい人間関係をつくるように心がけましょう。

園務分掌例2

H

H

H

G保育

職員15名程度の例です。

　園務分掌は、職員数に合わせて柔軟に作成しましょう。
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　園務分掌例に示されていた園務主任等は、次のような活動内容を担当することが考えられます。

分掌担当の活動内容例

分掌項目の内容例

　本県の保育者育成指標（「高知県教育・保育の質向上ガイドライン」掲載）には、「⑩園務分掌とその内容を
理解し、企画・立案する力（園務分掌）」が、保育者として求められる資質・指導力として示されていま
す。各園の実態に合わせて必要な分掌を整備しましょう。

その他分掌例
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　園の保育・教育目標の実現に向けて、所長・園長が８ページで示している３つの経営の柱（☆◆◎）を基
に特に重視したい事柄を重点目標として設定し、園経営の計画としてまとめると、職員の共通理解も図りや
すくなります。
　園経営計画は、保護者や地域への説明に活用することも考えられます。当該年度の取組の重点を分かりや
すく示すことで、園の取組への理解も深まり、園評価で実施している保護者アンケートへの協力も得やすく
なります。
　本手引きでは、「園経営計画」として２つの記載例を掲載します。実情に応じて各園で工夫して作成して
ください。

　２　園経営計画

園経営計画例１

子どもも 保護者も 職員も　笑顔あふれる保育所

様々なことに心を動かし、心豊かな乳幼児を育成する保育の展開

資質向上を目指し、意欲的に経営に参画
する職員の育成

地域に愛され、保護者に信頼され、ニー
ズに応える園づくり

①乳幼児期にふさわしい生活や遊びの充実を目指す

②多様な人と関わる活動を多く取り入れ、人と関わる力や思考力の芽生えを培う

③豊かな心情をもつ乳幼児の育成を図る

①乳幼児の姿を見取り、確かな成長を促す指導の
　工夫を図る

②励まし、協力し、高め合う職場環境をつくる
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園経営計画例2



関 　 連 　 資 　 料

１　保育所における園評価に係る関係法令等
２　幼稚園における園評価に係る関係法令等
３　認定こども園における園評価に係る関係法令等
４　園評価計画（様式例）、評価項目例
５　園評価用紙（様式例）、取組指標・成果指標例
６　重要事項説明書（保育所の様式例）

【様式のダウンロード】

●高知県教育委員会事務局幼保支援課　ホームページ
　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311601/

●高知県就学前の保育・教育サポートネット　とさすく
http://www.tosasuku.net.



37

〇社会福祉法
第75条　第１項　
　社会福祉事業の経営者は、福祉サービスを利用する者が、適切かつ円滑にこれを利用することができる
ように、その経営する社会福祉事業に関し情報の提供を行うよう努めなければならない。
第78条　第１項
　社会福祉事業の経営者は、自らその提供する福祉サービスの質の評価を行うことその他の措置を講ずる
ことにより、常に福祉サービスを受ける者の立場に立って良質かつ適切な福祉サービスを提供するよう努
めなければならない。

〇児童福祉法
　第48条の３
　保育所は、当該保育所が主として利用される地域の住民に対してその行う保育に関し情報の提供を行
い、並びに、その行う保育に支障がない限りにおいて、乳児、幼児等の保育に関する相談に応じ、及び助
言を行うよう努めなければならない。

　１　保育所における園評価に係る関係法令等

平成 29 年改定　保育所保育指針

第１章総則　３保育の計画及び評価　（４）保育内容等の評価　
ア　保育士等の自己評価
（ア）　保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価することを通して、

その専門性の向上や保育実践の改善に努めなければならない。
（イ）　保育士等による自己評価に当たっては、子どもの活動内容やその結果だけではなく、子どもの心の育ち

や意欲、取り組む過程などにも十分配慮するよう留意すること。
（ウ）　保育士等は、自己評価における自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し合い等を通じて、専門性の

向上及び保育の質の向上のための課題を明確にするとともに、保育所全体の保育の内容に関する認識を深
めること。

イ　保育所の自己評価
（ア）　保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画の展開や保育士等の自己評価を踏まえ、当該保育所

の保育の内容等について、自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなければならない。
（イ）　保育所が自己評価を行うに当たっては、地域の実情や保育所の実態に即して、適切に評価の観点や項目

等を設定し、全職員による共通理解をもって取り組むよう留意すること。
（ウ）　設備運営基準第 36 条の趣旨を踏まえ、保育の内容等の評価に関し、保護者及び地域住民等の意見を聴く

ことが望ましいこと。

　（解説）一部抜粋
【保育士等の自己評価に基づく保育所の自己評価】
　保育所の自己評価は、施設長や主任保育士等のリーダーシップの下に、保育の内容とその運営について、組
織的・継続的に行われる。この自己評価は、保育士等の自己評価結果に基づいて、施設長と職員との話し合い
を通して行われる。
　自己評価は、一年のうちで保育活動の区切りとなる適切な時期を選んで実施する。そのため、日頃から保育
の実践や運営に関する情報や資料を継続的に収集し、職員間で共有する。資料には、保育記録をはじめ、保育
所が実施した様々な調査結果、あるいは保育所に寄せられた要望や苦情等も含まれる。職員間の情報の共有や
効率的な評価の仕組みをつくるために、情報通信技術 (ICT) などの積極的な活用も有効である。
　自己評価の結果については、具体的な目標や計画、目標の達成状況、課題の明確化、課題解決に向けた改善
方策などを整理する。自己評価の結果を整理することで実績や効果、あるいは課題を明確にして、更に質を高
めていくための次の評価項目の設定などに生かしていく。
　さらに、自己評価の結果の公表に当たっては、その意義が保育所の行っていることを保護者や地域に対して
明らかにすることにあることを踏まえ、何をどのように公表するのか、各保育所が判断して定める。例えば、
園だよりやホームページなどを利用するといった方法が考えらえる。自己評価結果の公表や情報提供によって、
自らの保育とその運営について、保護者や地域との継続的な対話や協力関係づくりを進め、信頼される開かれ
た保育所づくりに役立てていくことが求められる。

【保育所の自己評価における評価の観点及び項目】
　保育所が作成する全体的な計画とそれに基づく指導計画やその他の計画は、各保育所の理念や方針、目標の
達成を目指したものである。それらの実現に向けた実践について、職員相互に話し合いを重ねながら、具体的
な自己評価の観点や項目を定めていく。保育所としての役割や機能を十分に果たし、保育の質の向上を図って
いくために、適切な自己評価の観点や項目を設定することが重要である。
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　保育所に期待されている具体的な役割や機能は、その地域の社会資源や保育のニーズに応じてそれぞれに特
色をもっている。したがって、保育所が目指す保育の目標や成果も、それぞれの保育所の設置や運営の体制、
職員規模、子どもや保護者の状況などによって違ったものとなる。自己評価の実施に当たっては、そうした地
域の実情や保育所の実態に即して、評価の観点や項目を設定する必要がある。
　その際大切なことは、保育士等の自己評価において課題となっていることなどを、短期間に全て改善しよう
とすることではなく、課題の重点化を図った上で、期あるいは単年度から数年度の間で、実現可能な計画の中
で見通しをもって進めるようにすることである。自己評価の取組が適切かつ実現可能なものとなるように、評
価の観点や項目は、関連する様々な情報を収集するなどして折に触れて見直すことが重要である。
　評価の観点や項目を設定する際、既存の評価項目を参考にすることも有効な方法の一つである。例えば、第
三者評価基準の評価項目の中から必要なものを選定したり、独自の評価項目を作ったりするなどして、全体と
して各保育所にふさわしい項目となるようにしていくことが考えられる。
　このように職員全員がその意味や機能を意識して自己評価を行うことと併せて、第三者評価など外部評価を
受けることは、より客観的な評価につながる。こうした取組の積み重ねが、保育の質を高めるとともに、職員
一人一人の意欲の向上につながることに、組織としての自己評価の意義があるといえる。

【評価に関する保護者及び地域住民等の意見について】
　設備運営基準第 36条において、「保育所の長は、常に入所している乳幼児の保護者と密接な連絡をとり、保
育の内容等につき、その保護者の理解及び協力を得るよう努めなければならない。」と定められている。乳幼児
期の保育は、子どもが生活や遊びの中で自ら環境に関わる経験を通して、ねらいが総合的に達成されることを
目指して行われるものであることから、保育士等の意図や配慮を実践の場面のみから明確に捉えることは難し
い面をもつ。一方で、保育所が自らの行う保育について明らかにし、保護者や地域にそれを示すことは、子ど
もの福祉を担うとともに幼児教育を行う公的な施設としての社会的責任といえる。
　保育の計画とそれに基づく実践に関する自己評価の公表を通して、保育所が自らの保育の内容について保護
者や地域住民等から理解を得るとともに、評価に関して保護者や地域住民等の意見を聴くことによって、子ど
もの育ちに対する理解や考え方が相互に共有され、連携が一層深まることが求められている。

(5) 評価を踏まえた計画の改善
ア 保育所は、評価の結果を踏まえ、当該保育所の保育の内容等の改善を図ること。
　（解説）
　保育所が自らの保育の内容に関する評価を行う意義は、子どもの最善の利益を保障し、よりよい保育を展開し
ていくために、計画に基づいて行った自らの保育を、多様な観点で振り返りながら、継続的に保育の質を向上さ
せていくことにある。
　保育士等による自己評価により、それぞれが改善すべき点を具体的に把握し、それを次の指導計画の作成と保
育の実践へとつなげていくという過程が一連のものとして定着することで、保育の専門性が高められていくとと
もに、職員間で行う保育の振り返りを通して、互いの理解や協働性が強まり、学び合いの基盤がつくられていく
ことが重要である。
　また、こうした保育士等による自己評価を踏まえて、保育所が組織として行う自己評価においては、それぞれ
の地域の特性や保育所として創意工夫し取り組んでいることを中心に、自らの特色や独自性とともに課題を明確
化し、それに基づいて全体的な計画や指導計画及びその他の計画を見直して、具体的な改善を図っていくことが
求められる。
　いずれも、自己評価が主体的な取組の下で行われ、またその結果が具体的に改善へとつながっていくものであ
ることが重要である。

イ 保育の計画に基づく保育、保育の内容の評価及びこれに基づく改善という一連の取組により、保育の質の向上
が図られるよう、全職員が共通理解をもって取り組むことに留意すること。
　（解説）
　保育の計画から改善に至る一連の取組に当たり、施設長や主任保育士等の管理職をはじめ、経験のある保育士
等が中心となって、保育所の職員全体がその方向性や基本的な考え方について理解を共有することは、保育の質
の向上を図っていく上で欠かすことができない。
　職場内の研修や会議などに、自分たちの保育の振り返りを位置付けながら、職員が語り合う機会を設ける。こ
の際、保育の経験や立場、職種等に関わらず、それぞれの意見が尊重されることが大切である。保育の計画や記録、
個々の自己評価、保護者や地域住民からの要望等などを基にテーマを設定するなど進め方を工夫し、できるだけ
職員がそれぞれに意見を述べられるよう配慮する。その上で、自分たちの保育に関する現状についての認識や保
育の理念、方針などを確認するとともに、課題となっていることや改善のために必要なことを整理し、今後に向
けた取組の方向性を明らかにしていく。
　こうした過程を経て、保育所としての改善の目標とそれに向けた具体的な方法や体制を検討し、実行に移す。
その結果は更にその後評価され、再び研修や会議の場で職員間に共有される。必要に応じて外部からの評価や意
見を受け、より客観的な視点を加えて評価結果を見直す場合もある。そして、これらは次の改善に向けた課題や
目標へ生かされる。
　このように、全職員が評価の過程に関わりながら改善に向けた取組が進められていくことによって、その意義
や目的についての理解が共有されることが重要である。
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○学校教育法
第28条　第37条第６項、第８項及び第12項から第17項まで並びに第42条から第44条までの規定は、幼
稚園に準用する。
第42条　小学校は、文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況
について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずることにより、そ
の教育水準の向上に努めなければならない。
第43条　小学校は、当該小学校に関する保護者及び地域住民その他の関係者の理解を深めるとともに、
これらの者との連携及び協力の推進に資するため、当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を積極的に提供するものとする。

○学校教育法施行規則
第39条　第48条、第49条、第54条、第59条から第68条までの規定は、幼稚園に準用する。
第66条　小学校は、当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について、自ら評価を行い、その結
果を公表するものとする。
２　前項の評価を行うに当たっては、小学校は、その実情に応じ、適切な項目を設定して行うものとす
る。
第67条　小学校は、前条第１項の規定による評価の結果を踏まえた当該小学校の児童の保護者その他の
当該小学校の関係者（当該小学校の職員を除く。）による評価を行い、その結果を公表するよう努める
ものとする。
第68条　小学校は、第66条第１項の規定による評価の結果及び前条の規定により評価を行った場合はそ
の結果を、当該小学校の設置者に報告するものとする。

　２　幼稚園における園評価に係る関係法令等

平成 29 年改訂　幼稚園教育要領

第１章 総則　　第６節 幼稚園運営上の留意事項　　１ 教育課程の改善と学校評価等
１　各幼稚園においては、園長の方針の下に、園務分掌に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ、相互に連携

しながら、教育課程や指導の改善を図るものとする。また、各幼稚園が行う学校評価については、教育課程の編成、
実施、改善が教育活動や幼稚園運営の中核となることを踏まえ、カリキュラム・マネジメントと関連付けなが
ら実施するよう留意するものとする。
　（解説）
　教育課程はそれぞれの幼稚園において，全教職員の協力の下に園長の責任において編成するものである。その際 ,
幼稚園や地域の実態を把握して，特色を生かし，創意のある教育課程を編成しなければならない。
　これらの実施に当たっては，園長の方針の下に，園長が定める園務分掌に基づき，全ての教職員が適切に役割
を分担し，相互に連携することが必要である。
　カリキュラム・マネジメントとは，第１章第３節の１において示すように，各幼稚園の教育課程に基づき，全
職員の協力体制の下，組織的，計画的に教育活動の質の向上を図ることである。また．各幼稚園が行う学校評価は，
学校教育法において「教育活動その他の学校運営の状況について評価を行い，その結果に基づき学校運営の改善
を図るため必要な措置を講ずる」と規定されており，教育課程の編成，実施，改善は教育活動や園運営の中核と
なることを踏まえ，教育課程に基づき教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントは学校評価と関連
付けて実施することが重要である。
　学校評価の実施方法は，学校教育法において，自己評価・学校関係者評価の実施・公表，評価結果の設置者へ
の報告について定めるとともに，文部科学省では法令上の規定等を踏まえて「幼稚園における学校評価ガイドラ
イン［平成 23 年改訂］」( 平成 23 年 11 月 15 日文部科学省 ) を作成している。その中で，各幼稚園において重
点的に取り組むことが必要な目標を設定し，その評価項目の達成・取組状況を把握するための指標を設定するこ
とが示されている。具体的にどのような評価項目・指標などを設定するかは各幼稚園が判断すべきことではあるが，
その設定に当たっては，教育課程・指導，保健管理，安全管理，特別支援教育，組織運営，研修などの分野から
検討することが考えられる。幼稚園は，例示された項目を網羅的に取り入れるのではなく，重点目標を達成する
ために必要な項目・指標などを精選して設定することが期待され，教育課程もその重要な評価対象になり得るも
のである。
　こうした例示も参照しながら教育課程や指導等の状況を評価し改善につなげることが求められる。
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〇就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律
（運営の状況に関する評価等）
第23条　教育及び保育、子育て支援事業の状況その他の運営の状況について評価を行い、運営の改善を
図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

第24条　設置者は、その他の関係者の理解を深めるとともに、情報を積極的に提供するものとする。

〇就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則
（法第23条の規定による評価の方法）
第23条　１項　設置者は、教育及び保育、子育て支援事業の状況その他の運営の状況について、自ら評
価をおこない、その結果を公表するものとする。

第23条　２項　設置者は、その実情に応じ、適切な項目を設定して行うものとする。

第24条　設置者は、保護者、その他の関係者による評価を行い、その結果を公表するよう努めるものと
する。

　３　認定こども園における園評価に係る関係法令等
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　４　園評価計画（様式例）
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評価項目例

　P11「園評価計画の記載例」と合わせると、Ｐ13・14に示している評価項目の視点例を全て行ったこと
になります。併せてご覧ください。

☆保育・教育の環境整備
　・遊戯室・園庭・子育て支援室の環境整備

☆指導計画、指導内容・方法
　・学年間の共通理解・学年運営

☆特別支援教育・保育
　・家庭との連携状況

☆全体的な計画・教育課程
　・園長・副園長のリーダーシップ

◆組織運営・研修
　・教育目標等の達成に向けたリーダーシップの状況、指導計画・記録に対する指導助言

◆安全管理
　・家庭や地域の関係機関等との連携・評価

◆研修（職員の資質向上）
　・研究発表の成果、参加者による評価

◆情報提供
　・園評価の実施と改善への反映

◎子育て支援
　・地域との連携・交流
　・地域の人材（ボランティア）の活用

◎保護者・地域住民との連携
　・職員の参画意識・積極的な提案

◎預かり保育
　・預かり保育と通常の保育との一体的な展開（全体的な計画との関連）
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　５　園評価用紙（様式例）
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取組指標・成果指標例

　実際にこれまで保育所・幼稚園等で実践されてきたものを基に作成しています。
　各園の実態に応じて工夫し、作成してください。

☆「保育・教育活動の充実」の例
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　◆「職員の育成・資質向上や運営」の例
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　◎「地域に開かれた園づくり」の例
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　６　重要事項説明書（保育所の様式例）
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≪高知県幼保推進協議会委員≫
　　山下　文一（会長）　	松蔭大学　教授
　　沖　　元美　　　　　高知市代表・高知市ちより保育園　園長
　　中山　裕司　　　　　高知市代表・あおい保育園　園長
　　柴野　真理　　　　　室戸市代表・佐喜浜保育所　所長
　　溝渕　恵子　　　　　安芸市代表・川北保育所　所長
　　村田　寿美　　　　　南国市代表・国府保育所　所長
　　山脇　千世　　　　　土佐市代表・宇佐保育園　園長
　　山崎　典子　　　　　須崎市代表・浦ノ内保育園　園長
　　中山　眞理子　　　　宿毛市代表・中央保育園　園長
　　坂本　りか　　　　　土佐清水市代表・三崎保育園　園長
　　宮地　朱美　　　　　四万十市代表・子育て支援センター　所長
　　猪野　智津　　　　　香南市代表・野市東保育所　所長
　　五藤　雅代　　　　　香美市代表・新改保育園　園長
　　坂井　富喜子　　　　東洋町代表・甲浦保育園　園長
　　東　　明夫　　　　　奈半利町代表・幼保連携型認定こども園なはり　園長
　　岩崎　りさ　　　　　田野町代表・田野保育所　所長
　　隅田　美予子　　　　安田町代表・幼保連携型認定こども園安田さくら園　園長
　　山﨑　和美　　　　　北川村代表・みどり保育所　所長
　　門田　美香　　　　　馬路村代表・馬路保育所　所長
　　國澤　千陽　　　　　芸西村代表・芸西保育所　所長
　　大西　利恵　　　　　本山町代表・本山保育所　所長
　　鎌倉　仁　　　　　　大豊町代表・大杉保育所　大田口保育所　所長（大豊町教育次長）
　　和田　千恵子　　　　土佐町代表・みつば保育園　園長
　　朝倉　紫珠　　　　　大川村代表・つぼみ保育園
　　西田　佳代（副会長）いの町代表・伊野幼稚園　園長
　　井上　さおり　　　　仁淀川町代表・大崎保育所　所長
　　久保　美香　　　　　中土佐町代表・久礼保育所　所長
　　鍵山　普佐恵　　　　佐川町代表・花園保育園　園長
　　須内　富　　　　　　越知町代表・越知幼稚園　園長
　　西村　玉子　　　　　梼原町代表・幼保連携型認定こども園梼原町立梼原こども園　園長
　　正岡　美和　　　　　日高村代表・日下保育園　園長
　　西村　芳美　　　　　津野町代表・幼保連携型認定こども園にじいろ園　園長
　　吉良　泉　　　　　　四万十町代表・くぼかわ保育所　所長
　　中平　眞理　　　　　大月町代表・つきなだ保育所　所長
　　永野　愛　　　　　　三原村代表・三原保育所　所長
　　江口　千寿　　　　　黒潮町代表・大方中央保育所　所長
　　野村　貞夫（副会長）高知県私立幼稚園連合会代表・あたご幼稚園　園長
　　岡村　次朗　　　　　高知県認定こども園共励会代表・認定こども園潮幼稚学園　副園長

≪高知県教育・保育の質の向上委員会委員≫
　　有田　尚美（会長）	　高知県幼保支援スーパーバイザー
　　西田　佳代（副会長）高知県幼保推進協議会　副会長、保育・教育の質の向上部会　副部会長
　　岡上　直子　　　　　十文字学園女子大学　講師
　　山下　文一　　　　　松蔭大学　教授
　　　　　　　　　　　　高知県幼保支援スーパーバイザー
　　　　　　　　　　　　高知県親育ち支援スーパーバイザー
　　　　　　　　　　　　高知県幼保推進協議会　会長、保育・教育の質の向上部会　部会長
　　田村　由香　　　　　高知学園短期大学　准教授
　　野村　貞夫　　　　　高知県幼保推進協議会　保育・教育の質の向上部会　副部会長
　　山﨑　和美　　　　　高知県幼保推進協議会　特別支援教育部会　部会長
　　西村　玉子　　　　　高知県幼保推進協議会　親育ち支援部会　部会長
　　中山　裕司　　　　　高知県幼保推進協議会　保育・教育の質の向上部会委員
　　岡村　次朗　　　　　高知県幼保推進協議会　親育ち支援部会委員
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